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　バーコードシステムを導入後は、各部品ごと、工程ごとの在庫をリ
アルタイムで確認することができるため、加工から出荷までの工程間
の数量確認が可能となった。不良部品が発生した際も、リアルタイム
で全体数量が把握できているため、すぐに適正在庫数に合わせること
もできるようになった。　
　製造する部品すべての生産数、在庫数を「見える化」することに
よって生産数を調整することが簡単になり、無駄な在庫や無駄な生産
を防ぐこともできるようになるなど、生産効率・生産管理は大幅に向
上した。また、生産に余力が生じることで新たな生産も可能となり、
さらなる売り上げ向上の可能性も広がった。

　従来は、中国に２つの工場を構えることで低価格大量生産を求める
顧客ニーズに対応し、一方で品質を重視する部品については本社工場
で生産するという体制をとってきた。しかし、顧客ニーズが多様化
し、また商品サイクルが短くなっている昨今、ますます多品種小ロッ
ト、短納期での生産が要求されると考えられる。このようなニーズに
応えるためには、生産管理の高度化が必要不可欠となるが、本事業で
オリジナル生産管理システムを構築したことにより、その体制を整え
ることができた。今後はこのシステムを活用し、管理だけでなく、品
質向上にも注力していく。
　また、生産に余力ができたことで、これまで以上に技術開発へ力を
入れることも可能となった。大学やさまざまな研究室などと協力開発
しながら、新しい市場開拓も視野に入れた営業展開をも目指したい。

ひと言メッセージ

　当社では、高精度が求めら
れるDVDレコーダー光ピック
アップ部品を亜鉛ダイカストの
高精度鋳造技術によって実現し
たことで世界シェア30％を達
成しています。また、従来の２
倍の強度を持つ亜鉛ダイカスト
を開発するなど、常に独自の技
術力で勝負してきました。今回
の事業によって生産管理の高度
化も実現しましたので、さらに
多くのこと挑戦し、今後も「と
んがった会社」であり続けたい
と思います。

応募のきっかけ

　事業の発展には、まず現状の
生産体制の効率化が第一と考え
ていました。そのためにはバー
コードシステムの導入は念願で
したが、膨大な労力と費用が掛
かってしまうので着手すること
ができませんでした。新たな設
備投資は企業にとっては大変な
ことです。日頃から補助事業や
支援事業の情報を集めていまし
たが、今回の採択は大変ありが
たかったですね。
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成　果

事業の内容

今後の展望

生産管理の高度化を実現し、工程ロスとミスを防止
生産余力を作ることで新規開拓と技術開発にも注力

事業取り組みの経緯
　当社では自動車関連部品を中心にさまざまな精密亜鉛ダイカスト製品を製
造している。その数は400種類以上にのぼり、製品の在庫管理、製造管理は煩
雑なものになっていた。以前からデータ管理による「見える化」の必要性を
感じていたが、製品数の多さからシステム導入に当たっては大幅な改変が避
けられず、費用も高額となってしまうため手が出せなかった。そこで今回、
補助事業の採択により、データの「見える化」を実施した。

実施内容
　まずは現状の生産管理の問題点、課題抽出を行うべく、工程調査と部品番
号および工程マスターデータを作成。システム運用に向けて部番および工程
マスターのデータ登録を行った。次に全工程にバーコードを読み込むための
ハンディーターミナルを設置し、シミュレーションを実施。各工程での動作
は部品確認シート進捗表をハンディーターミナルで読み込むだけとすること
で、工程スタッフの管理業務をスムーズにすることを目指した。その結果を
もとに、システム制作会社と協議と改良を重ね、バーコードシステム運用の
最適化を図った。
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の部品を製造。精密部品製造では世界でも高いシェ
アを持つ。

バーコードシステム導入による生産管理の高度化と 
多品種少量生産および短納期化実現事業
　バーコードシステムの導入による工程管理のデータ化によって一元管理し、課題抽出時間の短縮を図り、迅速
な改善着手を行うことで作業工程上のロスを解消。さらには、部品の混同や誤認など人為的ミスも未然に防ぐ。


